



















































































































都道府県 、嘉聾，、i割合 （％） ，平號川i割合 （％）
栃木県 　　…50，000i 1．45 i






石川県 i 　　　1336， 12i 2．77




京都府 　　　…617，695i 1792 　　　　14，821，791i 3981
大阪府 745831i 21．64 　　　．836，544i 691
兵庫県 2326ggi 6．75 i
奈良県 　　140．910i 1．19 i


































































飯能 9 38 47
元加治 19 41 60飯





原市場 4 11 15
吾野 17 17
東吾野 14 14
名栗 1 9 10












入間川 2 8 10





所沢 1 2 3





堀兼 1 1 2
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図5　名栗村における産業別就業人口割合の推移
　資料：国勢調査データ，「埼玉県史』より作成。
③一 住民の就業履歴からみた高度経済成長期における農山村
の変化一名栗村を事例として
1．住民の就業履歴と暮らしの変化
　名栗村では近代から現代にかけて，人口，産業ともにいくつかの変化の画期を経てきた。とりわ
け高度経済成長期に生じた林業の衰退と製造業への転換，人口の流出による過疎化は，当該地域に
おける構造的な変化であった。では，地域の人々はいったいどのようにその変化を経験したのだろ
うか。以下では，平仙レース工場の動向を視野にいれつつ，名栗村に暮らすA氏（男性），B氏（男性），
C氏（女性）のライフヒストリーおよび就業履歴に着目しながら住民の視点から山村の社会経済的
55
国立歴史民俗博物館研究報告
第171集2011年12月
変化を考察する。
（1）山仕事からレース工場への転換一A氏の就業履歴
　A氏は昭和9（1934）年に名栗村に生まれ，第二次世界大戦の終戦を迎えた時には小学5年生で
　　（32）
あった。当時の名栗村は林業景気により活況を呈していた。A氏は当時の様子を次のように記憶
している。林業従事者が生木を担いで山から下りてくると，飯能の材木商が待っていて，伐り出し
てきたばかりの材木が次々と飛ぶように売れた。それほど山仕事は好景気であった。植林が熱心に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）進められ，それは戦後の拡大造林へと繋がった。昭和28年の文化新聞には「山を伐りつくして仕
事のない名栗」という記事が掲載されている。「年々乱伐の為に坊主山が増えていく現状」という
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34）言葉から，当時の木材景気を窺い知ることができる。
　そのような状況の中で，A氏は新制中学校を卒業すると同時に木材の伐採，搬出など，山仕事に
従事するようになった。84人いた同級生の中で高等学校に進学したのは僅か8名という時代であっ
た。中学校を卒業して例えば商店などで「住み込み」で1カ月働くと500円程度の給料であったが，
山仕事の場合，1日で150円の稼ぎになった。山仕事には季節によって繁忙期があるので，A氏は
仕事が少ない時期には製材工場へ働きに行くこともあった。搬出作業はシラやソリなど伝統的な運
　　　　　　　　　（35）搬技術によっていたが，昭和20年代に架線による運搬技術が導入され，A氏もその変化に対応す
るため，昭和37（1952）年に運材架線技士免許を取得し，技術革新の中で新たな搬出作業に従事し
た。
　しかし，昭和30年代後半になって，需要に追いつかない木材供給を補うために外材の輸入が始
まると，次第に名栗村における木材の好景気は終焉を迎えた。A氏は昭和38（1963）年に山仕事
をやめ，飯能にある材木商の運転手となり，約5年間勤めた。さらに昭和40年代に入ると，木材
景気がますます悪化することを実感したこともあり，親戚の知人に誘われたことをきっかけに，昭
和43年に材木商での運転手を辞め，当時，名栗村内で操業していた平仙レース工場の関連工場へ
転職した。この工場は，布地に機械で刺繍加工を施す工場であった。A氏が工場に勤務し始めた当時，
名栗工場には40人弱の従業員がおり，そのほとんどが名栗村の住民であった。男性と女性の割合
は2：1ぐらいであり，女性の多くは既婚者であった。24時間機械を止めずに作業するため，一日
2交代制で働くようになった。
　A氏は8年間，工場で技術を習得した後，昭和51（1976）年に平仙レースから機械を借り受け，
平仙レースの下請工場として独立した。自分と妻を主たる労働力とし，パート労働で村内の女性1
名を雇用するいわゆる家族経営で約20年間工場を経営した。レース工場で働いた経験のある女性
たちが近所に住んでいたため，刺繍の補修作業などは彼女たちへ内職を委託した。その間，昭和
58（1983）年頃には平仙レースが廃業したため，機械を買取り，独立自営工場となった。
　平成4（1992）年にA氏は，体調不良を理由に少しずつ工場経営を縮小し，平成8（1996）年に
はレース工場を廃業した。その2年後の平成10年には森林組合の請負仕事で再び山仕事に従事す
るようになり現在に至っている。昭和20年代に従事していた山仕事とは内容的には異なり，平成
21年現在は，間伐作業などを中心とした山林の整備作業に従事している。
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（2）レース工場から電子部品工場への転換一B氏の就業履歴
　B氏は昭和10（1935）年，名栗村に生まれた。B氏は中学を卒業してから昭和26（1951）年に平
仙レース工場の本社に入社した。父は名栗村で林業に従事していたが，B氏は体が大きく山仕事に
　　　　　　　　　　　　　　　（36）は不向きであると言われたこともあり，最初から工場に勤めることを選んだ。B氏は前述のA氏
のように名栗工場ではなく，従業員寮に入り，入間市の本社に勤めていた。最初は米俵を担げるこ
とを理由に従業員食堂に配属となり働いた。その後，18歳でボイラー技士の資格を取り，5年間は
本社工場内のボイラーや機械の保守点検業務に従事した。その後，22歳から総務や労務寮の管
理業務に従事した。その経験を通してB氏は，平仙レース工場が従業員の福利厚生に多くの資金
をかけていたことを実感していた。
　昭和37（1962）年には同じ工場に勤めていた女性（後述のC氏）と結婚し，寮を出て名栗村に戻っ
て同村から入間市へ通勤するようになった。しかし，昭和56年11月には平仙レース工場が解散し
たため，B氏は退社した。その後平仙レース工場の分工場が電子部品工場などへ経営転換すると，
B氏は同工場で働き，平成7（1995）年には60歳で定年を迎えた。
（3）養蚕農家からレース工場へ一C氏の就業履歴
　C氏は昭和12（1937）年に茂呂山町の養蚕農家に生まれ，中学校を卒業後，昭和27（1952）年
に平仙レース工場に入社し，入間市の本社で働いた。C氏は寮生活を10年経験した後，昭和37
年にB氏と結婚し，名栗村に移り住んだ。同年3月に退職するとC氏は平仙むつみ会に入会し，
2010年現在でも同会に参加することがある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）　C氏は『むつみ』に入社当時の気持ちやその後の生活を作文にして寄稿している。それを抜粋す
ると以下の通りである。
「入社試験に合　し　　をわくわ　させながら、望の平仙レースの門をくぐって入社したのは
　あの春雨のぬらす4月1日でした。（中略）
　かえりみれば4月1日，学校生活を終えて社会の一年生として出発した思い出深い日，駅まで送っ
てきてくれた朋友に別れをつげ，春雨の中を走る電車にゆられて父と一緒にこの工場に参りました。
（中略）
　　さわやかにゆれる青葉若葉のみどりすがすがしいこの゜　、な　　明るい工　，そこで真実の姉
　妹のように敬愛しつつ生活出来ることは，私達働く者の大きな心の喜びであります。私達はこの
　良き寮，良き職場の中で，平仙の伝統をいつまでも保ち，やさしく強く生きていきたいと思いま
　す。そして，この平仙を一層高め，レースの生産を少しでも多くする様日々努力を続けて行きた
　いと思って居ます（傍線は筆者が付記）」。
　上記の文章からは中学校を卒業したばかりのC氏が養蚕農家の実家を出て，新しい生活に踏み
出した当時の気持ちが伝わってくる。このC氏は第1章で事例とした女性と同一人物であり，既
述したように平仙レース工場の寮生活を通して，実家である養蚕農家の暮らしとの違いに大いに驚
いたことを記憶している。
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2．住民の就業履歴に見る高度経済成長期と地域の変化
　A氏，B氏，　C氏の人生とライフヒストリーと就業履歴を通して見えてくるのは，第二次世界大
戦後の農山村を生きた人々の人生には，地域における社会的，経済的な変化が深く刻み込まれてい
るということである。とりわけ高度経済成長期以降の変化はそれまでの農山村での暮らしを根底か
ら覆すような大きな変化であったようにみえる。このような人生，複雑な就業履歴のありようは，
A氏，B氏，　C氏に限ったことではなく，第二次世界大戦後の都市近郊農山村を生きた人々に共通
する点であると考えられる。A氏は林業に従事した後に産業別分類で説明するならば，第一次産
業から第二次産業へ，そして再び第一次産業へと従事しているのであるが，その内実は非常に複雑
であった。この複雑さの背景には木材景気の水面下で進行した外材輸入の影響や，村への工場立地，
その撤退による山村における雇用機会の喪失などがあり，A氏やB氏の就業履歴には，現在に至
るまでの名栗村，より広く考えれば日本の農山村を取り巻く歴史的変化が色濃く反映されていた。
　昭和28（1953）年の『文化新聞』には林業の好景気に沸く名栗村の様子が伝えられる一方で，同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）じ紙面の中に山仕事に従事する若者の中には集団で出稼ぎに行く状況が報告されている。この記事
をみると，山仕事が早く終わったために出稼ぎに行くという理由以外に，「山村の日雇いでは将来
心配」と見切りをつけた若者が次第に村を離れる傾向がみられるという点が興味深い。出稼ぎ先と
しては箱根力崎の瓦工場建設，静岡県の索道建設工事，長野県の深山に雑木伐採に行くことが報告
されており，林業の好景気の水面下で，次第に高度経済成長期に生じ始めた様々な社会変化の一端
を垣間見ることができる。このように，農林業地域に生きる人々がある時期から製造業工場の従業
員となっていくという就業履歴は，A氏に限らず，当該地域の人々の多くが共有する経験であった。
3．就業履歴にみる変化の諸相一断絶性と連続性
　A氏は戦前期から山仕事に従事しつつ，製材工場へも勤務した。山仕事からレース工場への転
職をする過程では，一時製材工場の運転手として勤務している時期があった。山仕事からレース工
場従業員として転職したA氏は，さらに独立自営工場を経営し，その後再び山仕事へ従事して現
在に至っている。一方，B氏は父親から山仕事を引き継ぐことをやめ，平仙レース工場で働き始め
た。その後，会社の解散や事業転換の中で，様々な就業を経験した。仕事場における技術革新に対
応するため，機械操作の資格を取得したことなどはA氏とB氏に共通する経験であった。
　既述したように，平仙レース工場社長であった平岡雅雄は周辺農山村への分工場とその従業員の
変化を「刺繍レース機をノミ，カンナのように道具化」したと表現したが，実際にはその変化を従
業員自身はどのように受け止めていたのだろうか。『むつみ』第16号には「特集　われらの仲間」
という特集が掲載され，原市場，名栗，東秩父工場従業員の座談会記事などがまとめられている。
ここには分工場に勤める従業員らの声が掲載されている。前述のA氏も座談会参加者の一人であっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）た。その中から，以下では林業からレース工業への転換について述べられた言葉を引用する。
　まず，レース工場に勤め始めた頃については，次のような内容が述べられている。「（もともとは）
成木の材木屋に勤めていましたが，ここの話を聞きまして入ったわけです」，「まだ機械が来ないば
かりではなく，建物もできあがっていない状態だったので，建築現場でのコンクリ運びや，草むし
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りなんかやったり，土方みたいな仕事だったなあ一。レースを織るっていったって，どんなことす
るんだか，さっぱりわかんなかったような気がしますね」，「最初に機械を見たのは，日曜日に本社
にいってみたのがはじめてでした。そのときは“ずいぶんデッカイ機械だなあ”と思いましたね。
そのあと，機械が入ってきて組立てられるにしたがって，おおよそのことがわかってきましたが，
でも仕事はどんなことをやるんだかわからないし，だいぶあせりましたね」，「糸通しとかシャット
ル交換などは，わりと早くおぼえられましたねえ。まったく，じぶんなんか材木を相手にして働い
てきた人間ですからねえ，はじめは，いったいどうなることかと思っていましたよ」，「なにしろ，
なにもわからないのと夢中だったので，むずかしいとかなんとか考える暇もなかったです」。
　山の仕事や材木屋に勤めていた頃との違いについては次のように述べられている。「山の仕事な
どは生活的に安定しないということではないでしょうか。たしかに現在は山仕事をする人がすくな
くなったので受取り（この木をどれだけの値段で切ると契約すること）だとずいぶん稼ぐ人もいる
が，雨が降れば駄目，ましては冬になって，雪でも降ろうものなら，何日も仕事ができないですか
ら，いくら稼いでも平均するとたいしたことはないと思いますね。それと，なにしろ山の仕事はた
いへんなんです」。名栗村の従業員の半分は村の消防団員であるため「消防の練習をする時などは，
会社の都合の良い日に行われるような状態」であるということも話されている。
　レース工場に勤めるということをどのように考えているかということについては「とてもむずか
しい仕事ですが，楽しいですね。それに今までは農作業がすべてだったんですが，この仕事をする
ようになってから，単純と思っていた生活からいくらか解放されたような，そんな気がします」，「作
業の仕方の基本は教えてもらいましたが，それに自分はどうやったら自分のやりやすい作業ができ
るのか，いつも研究しながらやっています」。
　上記の言葉に見るように，A氏を含め当該地域の人々はその就業履歴の中で，山仕事からレー
ス工場へという一見すると全く異なる業種へと転換し，その暮らしも人生も一様に大きく変化した
ように見える。しかし，彼らの経験をより詳細にみると，人々にとっての変化の諸相はそれほど単
純ではないことがわかる。変化の過程には，明確に変化した部分（断絶性）と，変化しなかった部
分（連続性）の両方を見出すことができる。彼らの言葉を借りてその断絶性を述べるならば，自然
を相手とする不安定で不規則な山仕事から機械を相手とする安定的で規則的なレース工場勤務へ変
わったことにより，賃金，生活サイクル，求められる技術が変化したことがあげられる。一方，連
続性が見られる点としては，仕事に対する姿勢や意識技術向上の努力などがあげられる。A氏
は山仕事をやめてレース工場に勤め始めてから得た新たな技能に関わる知識をノートに記しなが
ら，その修得に努めた。山仕事の道具からレース機械へ変わったとはいえ，技能を習得駆使すると
いう点ではA氏の姿勢は一貫して変わらなかったことがむしろ重要であったように思われる。ま
た，従事の仕方を調整してはいるものの，農業や消防団など地域のそれまでの暮らしを継続しつつ
工場に勤めていた点もこの時期の特徴として注目される。このような人々の姿勢や生き方は，この
地域の産業転換を根底で支える一つの重要な条件となっていた。このような変化の諸相，つまり変
化の中にも断絶性と連続性が見出されることは聞き取り調査や『むつみ』の記述を通して明らかに
なった点である。
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むすびにかえて
　本稿では，都市近郊農山村における人々の暮らしと地域の変化を，住民の経験や就業履歴に対す
る聞き取り調査，当時の記録としての社内報『むつみ』を通して明らかにすることを目的とした。
これまでの分析を通していえることは，入間織物生産地域およびその近隣・周辺地域において，平
仙レース工場そのものが住民たちの高度経済成長期の経験と深く結びついているということであっ
た。その経験とはすなわち，第一に機械を扱う工場勤務という経験である。これは近隣農山村か
ら入社した女子従業員にとっても，分工場が立地した周辺農山村の人々にとっても共通する経験で
あった。第二にあげられるのは，寮生活を通して得た，新しい価値観の経験，新しいモノの経験で
ある。農山村の暮らしとは全く異なる寮生活の中で，教養講座などを通じて新しい時代を実感した
経験や，ミシンや水洗トイレ，レースとウェディングドレスに触れた経験は，中学を卒業後にレー
ス工場に勤め始めた女子従業員の当時の記録や聞き取り調査の中でとりわけ鮮明であった。第三に
あげられるのは，農林業から製造業への転換という経験である。これは特に，分工場が立地した周
辺農山村に暮らす人々が経験したものであり，彼らの就業履歴は衰退する林業とそれを代替する製
造業の登場という地域の産業構造の変化と密接に関わっていた。
　本稿ではさらに，それらの経験の意味と地域の変化を，地域の人々の視点から検討するため，分
工場が立地した名栗村に焦点をあてて，聞き取り調査によって住民の就業履歴を検討した。A氏，
B氏，C氏はいずれもその就業履歴の中で平仙レース工場と関わりながら戦後を生きた。その関わ
り方は多様であったが，林業，農業，養蚕業からレース工業へという地域全体の産業転換を具体的
な就業の変化として経験した点で共通していた。しかし，彼らの経験を子細にみると，人々にとっ
ての変化の諸相はそれほど単純ではなかった。農林業から工場勤務へと変化したことで，就業形
態，賃金，生活サイクル，求められる技術が明確に変化した一方で，仕事に対する姿勢や意識技
術向上の努力などは異業種への転換の中にありながらも連続的に持ち続けられており，その連続性
によって平仙レース工場が支えられていたことも重要であった。また，むつみ会の設立の意味を検
討すると，レース工業から農林業へ就業転換した場合にも，内職従事者あるいは分工場従業員とし
て工場と関わり続け，工場での思い出を精神的な拠り所として持ち続けるなど，工場での経験がそ
の後の近隣・周辺農山村に影響を与え続けたことも示唆された。つまり，従来の地域や暮らしが新
しい地域や暮らしへと変化する過程は，断絶性と連続性の両側面を含みつつ，その両者が相互に影
響し合いながら進行するものであったとみることができる。
　村内に立地した工場として本稿で着目した平仙レース工場の理念とその展開，近隣・周辺農山村
との関係はこの時代の典型というよりもむしろ，特殊な事例と位置付けられるのかもしれない。し
かしながら，昭和4（1929）年から昭和60（1985）年まで，高度経済成長期という変化の時期を含
めて同社がこの地域に存在していた影響は，A氏，　B氏，　C氏を含め，当該地域の人々の就業履歴
と経験に明確に反映されていた。
　このように，地域変化の内実は地域住民一人ひとりの人生と深く関わっているが故に，複雑な様
相を呈し，とりわけ高度経済成長期における変化の様相は基幹産業や地域の違いによって特徴ある
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展開をみせるものである。また，ドラスティックな変化の内実を注意深く観察すると，前時代との
断絶性ばかりでなく，連続的に移行してきた側面も少なからず見られることがわかった。変化を透
過してその根底にみえる断続性と連続性を検討する際，本稿のように一人の人生の中に時代の変化
を読み取ることには一定の限界があろう。より厳密な考察のためには，例えば複数世代にわたるラ
イフヒストリーや就業履歴の分析の中でその世代差に言及することなどが求められる。その点に留
意しながらさらに事例を重ね，高度経済成長期と人々の暮らしの変化について考察を深めていくこ
とを今後の課題としたい。
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Experience　of　the　High・Economic－Growth　Period　in　Suburban　Rllral
Vi皿ages：Through　an　Analysis　of　Residents，　Employment　Histodes　and　the
Hhasen】㎞ce　House　Journa1“Mlltsumi，，
YUZAWA　NoHko
　　　The　Iruma　region　in　Saitama　Prefecture　grew　as　one　of　the　fOremost　cotton　fabric　production
regions　in　Japan　during　the　period丘om　the　end　of　Edo　Period　to　the　Me苛i　and　T垣sho　Periods．　The
Family　of　Hiraoka　Sentaro，　a　powerful　textile　manufactllring　family　in　the　Iruma　fabric　production
region，　focused　attention　on　the　lace　industry　at　the　end　of　Taisho　Era　and　estal）1ished　the　H丘asen
Lace　Factory　in　Bushi，　Iruma　City　The　Hirasen　Lace　Factory　became　one　of　the　foremost　factories　in
Japan　in　terms　of　quantity　of　production，　especially　after　Wbrld　Wiar　II．　Along　with　business　expansion
after　1960，　branch　factories　were　estabnshed　in　the　surrounding　rural　villages．　The　plants　continued
opera廿ng　un611985．　With　the　establishment　of　the　Hirasen　Lace　Factory　and　its　branch　factories，
quite　a允w　people　in　the　areas　experienced　a　change　from　rural　village　1浪to　factory－based　l任e　or
company－based　U允．
　　The　purpose　of　this　ar6cle　is　to　clari旬these　changes　in　people’s　nves　and　communi廿es　in　suburban
rural　villages　through　interview　a1）out　residents’expeHences　and　employment　histohes　and　the　house
journ司“Mutsu㎡”as　a　record　of血e廿mes．晒e　result　is　su㎜曲ed　as　follows：
　　　In　the　Iruma　fabric　production　region　and　its　neighboring　or　surrounding　areas，　the　Hirasen　Lace
Factory　itself　was　deeply　connected　with　the　residents’experiences　in　the　high－economic－growth
period、　More　spec近cally，　the丘rst　experience　was　that　they　worked　at　plants　with　machines．　This
experience　was　common　to　women　employees　coming　from　neighboring　rural　villages　and　people　h
the　surrounding　rural　villages　where　branch　factodes　were　Iocated．　The　second　expehence　was　that
they　came　to㎞ow　new　values　and　new　things　through　the虻dormitory　Ufe．　In　dormitory　Ufe，　which
was　completely　d江ferent　from　rura11江e，　they　reanzed　through　genera1－education　courses　that　a　new
era　had　come，　and　they　used　sewing　machines　and　flush　toilets　and　touched　lace　and　wedding　dresses．
In　the　records　of　the　time　and　through　interviews　with　women　employees　who　started　working　at　the
lace　factories　after　graduating　from　junior　high　school，　this　experience　is　clearly　conveyed．　The　third
expedence　was　the　transfbrmation丘om　the　agricultural　and　fbrestry　industries　to　the　manufacturing
industry　This　was　especially　expe亘enced　by　people　who　Hved　in　the　surrounding　rural　villages　where
the　branch　factories　were　located，　and　the仕employment　histories　were　closely　related　to　the　change
in　regional　industrial　structure　in　which　the　forestry　industry　was　decUning　and　the　manufacturing
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industエy　appeared　as　an　alternative．
　　　In　this　ar廿cle，　in　order　to　further　study　the　sign近cance　of　these　experiences　and　the　regional
changes　from　the　viewpoint　of　the　local　people，　with　a　focus　on　Nagurimura　where　a　branch　factory
was　located，　the　residents’employment　history　is　stlldied　through　mterview．　Every　person　who　was
interviewed　as　a　case　example　was　concerned　with　the　Hirasen　Lace　Factory　in　his／her　employment
history　and　experienced　the　who】e　regional　industrial　trans五）rma60n　from　the　forestr腸agricultural，
and　sericultur泣industdes　to　the　lace　manufacturing　industry　as　a　concrete　change　in　employment．
正え）oking　at　their　experiences　in　detail，　howeveちaspects　of　the　change丘om　the　people’s　standpoint
were　not　so　simple．　Their　change丘om　agricultural　and　fbres仕y　workers　to　factory　workers　resulted
in　clear　changes　in　employment　fbrm，　wages，1漉cycle，　and　required　skills，　while　their　atdtude　to
and　awareness　of　the　tasks　and　effbrts　fbr　improvement　of　skills　were　contkluously　maintained　in　the
midst　of　the　transformation　to　a　dif允rent　industry　The　continuity　supported　the　Hirasen　Lace　Factory
It　me孤s也at也e　process　of　ch孤ge　of血e　conven廿on司communi⑲皿d砲to　a　new　co㎜uni⑲紐d
Ufe　was　progressing　while　involving　both　the　aspects　of　discontinuity　and　continuity，　which　influence
each　other．
Key　words：suburban　rural　village，　high－economic・growth　period，　employment　history，　forestry
industry，1ace　industry
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